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平成28年度輸出戦略実行委員会 物流部会 海外調査概要

• 様々な段階において貨物を集約、システム化することにより、コスト削減に成功している海外
の輸出企業、流通事業者について、その要因を調査した。

目的

調査事項

• 日本の青果物・鮮魚等の生鮮品の輸出は、鮮度保持のため航空輸送による少量多頻度輸
送が主流であるが、物流コストが高く、輸出先国での販売価格が高いといわれている。その対
応として、海上輸送へのシフトや海上輸送でのコスト削減効果を最大化するために必要な取り
組みとして、大ロット化があげられる。

• 一方、日本に輸入される商品は低価格で販売されている。この差に注目し、海外の輸出事例
を調査し、コスト削減への示唆を探る。

【調査結果概要】
• アメリカンチェリーの生産・集荷・選果を担う企業であるステミルトは、梱包・選果の機械導入や生産から商社機能ま

でを1社で対応する等徹底した効率化により、海外への輸送時だけでなく、梱包時や国内の輸送時等にも貨物の
集約化を実現しており、効率化・コスト削減効果を発揮している。これらの効果により、米国の航空輸送によるチェ
リー輸出は、低価格での販売を実現。

• また、上流から下流までの鮮度保持を実現。自社栽培の果樹園にモバイルハイドロクルーラーを設置しており、収穫
後３０分以内にチェリーを冷蔵環境に置くシステムが整備されている。その後も、コールドチェーンを保った状態で、
機械での自動選果・梱包が実施される。

• これらの大規模なコールドチェーン整備が可能となった背景には、生産機能を自社で保有することで機械稼働の確
実性を高めたこと、および機械の投資を回収できるだけの規模の数量を集約していることがある。

• オランダのInnofresh packing社は、消費者用の梱包を輸出後に実施する等、サプライチェーンの段階を大胆に
組み替えることで、コスト削減を実現。
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アメリカンチェリーの集約や流通の機能を中心的に担うのはパッキングハウスと呼ばれる
企業群。ステミルトは、米国で最大級のアメリカンチェリーのパッキングハウスである。

調査対象企業① アメリカンチェリーの輸出事例

アメリカンチェリー(スイートチェリー※)の概要 Stemilt(ステミルト)社の概要

• 輸出先：カナダ、中国、韓国、日本等

• 6-8月に集中して生産、輸出される。

• ワシントン、カリフォルニア、オレゴンの３州で9割以
上が生産される。生産量は計363,850トンで、7億
600万ドル相当に上る(2014)

• 多くのチェリーは、集荷や梱包の機能を担う「パッキン
グハウス」を経由して出荷される。アメリカには、大小
200以上のパッキングハウスがあるといわれている。

• アメリカンチェリーのパッキングハウスの最大手であり、ワ
シントン州とカリフォルニア州の両方でアメリカンチェリー
の生産およびパッキングを担っている。一部エクスポー
ターの役割も担っている。

• アメリカンチェリーの他にリンゴ、梨等複数の果樹を
扱っている。複数種合計で、4,000エーカー以上の
果樹園を所有、提携、管理しており、年間2000万
箱を出荷している。

• 家族経営の企業で、約1500人をフルタイム雇用。

※米国では、生食中心のスイート
チェリーと、加工用のタルトチェリー
の2種類が生産されている。
日本で「アメリカンチェリー」と呼ばれ
る、生鮮品として輸入されるチェ
リーは専らスイートチェリーである。

出所：Stemilt 社ウェブサイト http://www.agmrc.org/commodities-products/fruits/cherries/

ワシントン, 

237,000 

オレゴン, 

57,900 

カリフォルニ

ア, 29,200 

その他, 

39,750 

スイートチェリー生産量(2014)

単位:トン
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ステミルトは、ワシントン州、カリフォルニア州の双方で非常に大きな生産・集荷・梱包機
能を保有している。

調査対象企業① アメリカンチェリーの輸出事例

 カリフォルニアでは、2-4番目

に大きな生産者で、約100
万箱のチェリーを出荷してい
る。自主栽培したものと外部
の果樹両方のパッキングを担
う。

生産者
(自社栽培)

商社・
輸出機能

Stemilt
パッキング
ハウス

ワシントン州 カリフォルニア州

 アメリカンチェリーの世界最大の生産

者で、ワシントン州のチェリーの約
25%、すなわちワシントンのみで

6万トンのチェリーを生産している。

 ワシントンで毎年約350万箱の
チェリーを梱包している (2012)  毎年約100万箱のチェリー

を梱包している (2012)

 商社機能も持ち、輸出事業も実
施している。

生産者
(自社栽培)

商社・
輸出機能

Stemilt
パッキング
ハウス

 商社機能も持ち、輸出事業
も実施している。

生産者
(外部)

ステミルト社の業務範囲

Pasco

Okanogan

Wenatched
Yakima

ステミルト社のチェリー産地

ステミルト社パッキングハウス
所在地

出所：Stemilt社ウェブサイト、Good Frouit grower 2012/07/01

カリフォルニア州のす
べてのチェリーを扱う
パッキングハウス



17©Accenture 2017. All Rights Reserved. 

ステミルトは、安定して大ロットを輸出可能な体制構築及び上流から下流まで一貫した
鮮度保持を垂直統合を通じて実現している。航空輸送で輸出しており、航空運賃は安い
とはいえないが、それ以外の部分で価格競争力を高めている。

調査対象企業① アメリカンチェリーの輸出事例

ステミルトチェリーの仕組み 効率化・コスト削減のポイント

①カリフォルニア州・ワシントン州のStemiltの農園でチェリーを栽培。
Stemiltが扱うチェリーの多くを占める自社農場からの収穫分は、確実にス
テミルトのパッキングハウスに届くため、出荷量を安定させられる。

安定的な輸出量を確保する農家を育成すること
で、量が確定しないリスクを価格転嫁する必要がな
く、価格を下げることができる。

②チェリーは気温の低い早朝に手で摘み取られる。
Stemilt の栽培エリアにはモバイルハイドロクーラーが設置されている。ハイ
ドロクーラーのある場所まで収穫後30分以内にチェリーを輸送する。
一貫したコールドチェーンを確立している。

各農家の出荷量を安定的に見通せるようになること
で、農家用のコールドチェーンを整備できる。

③Stemilt社は、2014年にワシントン州で初めて40レーンの自動チェリー
分別・パッキングラインを導入。効率的かつ迅速な選果とパッキング作業が
可能である。

大ロット化してスケールメリットを確立することで、収
穫の機械化ができない作物でも、分別機械の導入
によるコスト削減、効率化を実現。

④通常、収穫後24－48時間以内に出荷される。冷蔵状況を保つため、
トラックには温度記録装置を設置している。空港までの輸送時間はトラック
で3-4時間ほどかかることが多い。

輸出向けのまとまったロットを確保することで、輸出
専用の国内物流網を確立。結果、国内物流コスト
が下げられる。

⑤Stemiltは、他の輸出業者とも契約するが、自ら商社機能である
Stemilt tradeも保有している。

自社商社を経由することで中間マージンを減らすこ
とができる。

⑥この時期に多くの事業者がチェリー輸送を実施するため、航空貨物便は
需要超過気味となる。そのため、航空輸送にかかる運賃自体は閑散期と
比較するとあまり安くならない。ただしロットの多い事業者は契約面で有利
になりやすい。

⑦輸入時の平均価格は約1000円/㎏、(店頭価格は場合にもよるが大
体1500円/㎏)

コールドチェーン

①生産者
(自社栽培中心)

⑥航空会社

⑤輸出業者

現地輸入・
流通業者

⑦小売店など

消費者

③Stemilt
パッキング

ハウス

②収穫

④国内輸送

~7日

~30分

~1日

~2日

出所：Stemilt社ウェブサイト
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上述のサプライチェーンを実現する技術として、自動の大規模パッキングラインがある。ス
テミルトは短期間で新機能の導入と改良を行っている。

調査対象企業① アメリカンチェリーの輸出事例

※ その一部が2015年に火災で焼失後、16年
に②で説明する新レーンを再建
出所：Stemilt社ウェブサイト、
http://www.thepacker.com
2016/05/03 “Stemilt features new 
hybrid cherry line”

• 赤外線イメージングを使用して堅さと熟度を評価する機能を新た
に追加。

• 堅く熟度の低い果実を選別して、遠距離輸送が必要なアジア・
太平洋州への輸出向けに振り分けることを実施。

• 従来に比べて40％-60％の従業員数での運営を実現。

• 異なる種類のチェリーを同一のレーンで処理することができるた
め、「ハイブリッドライン」と呼ばれる。レイナ―種に関しては、毎時8
トン、レッドチェリーは毎時14トン処理することができる。

Stemilt社自動パッケージングの進化(ワシントン州)

• 近赤外線での非破壊甘味試験をライン上で実施。

• 高速画像処理によりチェリーをサイズ・色・シミなどについてランク付
け。

• 画像・赤外線等で判定されたチェリーを、自動でランクに応じた
パッキングレーンへ振り分け。

2014年

(40レーンを導入※)

2016年

(約2230m2の
パッキングハウスに
24レーンを導入)

画像出所：Stemilt社ウェブサイト

http://www.thepacker.com/
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収穫直後から出荷までのコールドチェーンも、上述のサプライチェーンを実現する技術の
一つである。

調査対象企業① アメリカンチェリーの輸出事例

出所：Stemilt社ウェブサイト、The packer 2015/06/24、Fresh fruits portal 2015/06/24、

サプライチェーン別のコールドチェーン整備状況

画像出所：Stemilt社ウェブサイト

画像出所：freshplaza.com 2015/5/11

• 収穫の1時間後と梱包施設に到着後の2回にわたって水冷する。

• 梱包施設の自動化ライン上にも冷却器があり、チェリーを冷やし
続ける。

出荷

梱包

生産・
収穫

• Stemilt の栽培エリアには移動式のハイドロクーラー設備が設置
されている。

収穫したチェリーのハイドロクーラーのある場所への移動時間
はわずか30分未満である。

このような移動式ハイドロクーラーは、2015年に15台をまず
設置したが、現在も設置箇所を拡大中である。

冷却能力を高めるために、冷却器は日よけ布の下に設置。

• 梱包しパレットに詰められた後、トンネリングという最終的な冷却プ
ロセスで、チェリーを風で冷却する。

理想的な温度である0.5℃まで短時間で冷却する。

冷却時間は従来の12時間から2時間に短縮された。
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オランダは、農産物の物流・流通・開発のハブとしての環境があり、農産物の輸出入が
共に盛んである。ブドウもその一つであり、国産ブドウのオフシーズンには多くのブドウが
輸入される。

調査対象企業② オランダにおける輸入ブドウのパッキング事例

オランダの農産物流通環境

• オランダはEU物流ハブとなるような地理的に有利な位
置にある。ロッテルダム港があり、その場を起点とした優
れた加工・配送インフラを有する。

• ワーヘニンゲン大学や、農業や園芸のクラスターがある、
農業予算の22%が研究開発費に充てられているなど、
農業・食品分野に関する研究開発が盛んである。

• オランダ自体が農業生産大国である一方、自国での生
産は競争力のある作物に特化しているため、それ以外
の品目に関しては積極的に輸入する。

オランダに輸入されるブドウの概要

• 輸入元：南アフリカ、チリ、ペルー、インド等からの輸入
が多い

• オランダはEU諸国内最大のブドウ輸入国で273,332
トンを輸入している。(2015) また、オランダから他の
EU諸国への再輸出も盛んである。

Innofresh packing社の概要

• Budelpack と、IQ Packingによる合弁企業である。

 Budelpackは、ペットフードや加工食品、生鮮
食品のパッキングを幅広く実施している。

 IQ Packing は、生鮮食品に特化したパッキン
グ企業。ブドウの他に、かんきつ類、野菜等の
パッキングを実施している。

• 最新技術を生かし、海外から輸入したブドウの自動パッ
キングをオランダで実施している。

• 現在、輸入商社大手であるGreeneryや、いくつかの企
業向けにパイロットラインを稼働させている。

出所：budelpack社ウェブサイト、 UN Comtrade

画像出所： budelpack社 ウェブサイト
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Innofresh packing では、外国から輸入したブドウの選果やラベリングを、輸入先国
であるオランダで実施している。

調査対象企業② オランダにおける輸入ブドウのパッキング事例

出所：budelpack社ウェブサイト

 輸送により品質が劣化している
可能性がある。

 不良品の廃棄②

 果実のみ輸送する。
 個別にラベリング済みの果実を

輸送する。

 品質に合わせた選果・ラベリング
 不良品の廃棄

小売店など

消費者

Innofresh
Packing

現地流通業者

輸入業者
(Greenery等)

海上輸送業者

生産者

現地流通業者

小売店など

消費者

現地流通業者

輸入業者

海上輸送業者

生産者

現地流通業者
梱包業者

オランダ

Innofresh packing 通常の流通構造

 品質に合わせた選果・ラベリング
 不良品の廃棄
 自動化ラインにより素早く品質をチェックし、個

別にラベリング。
 現地の需要等に合わせ、セグメント別にラベリ

ング

輸出国

Innofresh packing と通常の流通構造の比較
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選果やラベリングをオランダで実施することで、輸送効率の向上、柔軟性の向上といっ
た、さまざまなメリットをもたらす。ただし作物の条件により実施のメリットは変わる。

調査対象企業② オランダにおける輸入ブドウのパッキング事例

出所：budelpack社ウェブサイト、Eurostat、 UN Comtrade

 果実のみ輸送する。

小売店など

消費者

Innofresh
Packing

現地流通業者

輸入業者
(Greenery等)

海上輸送業者

生産者

現地流通業者

サプライチェーンごとの
事業者による実施事項

 品質に合わせた選果・ラベリング
 不良品の廃棄
 自動化ラインにより素早く品質を

チェックし、個別にラベリング。

 パックごとの梱包分の面積が
ないことで、パックがあるときと
比べてリーファコンテナに
+30％多く積載。

 輸送時の品質変化を選
果に反映できる。

 オランダについてからパッキングされ
ているため、より正確な需要予測
に基づいてパッキングされた品物を
提供することができる。

 セグメント別のラベリングを、現地
の需要等に合わせて実施できる

 不良品廃棄のリスクが低い

現地パッキングによる効果

輸出国

オランダ

• 作物の物理的な強度が比較的強く、また
最高級品・ブランド品という扱いでない場
合に有効。

• 輸出先の量が多く、品質確認やラベリング
作業の機械化による効率化余地が大き
い場合

• 現地（輸出先国）の人件費が安い場合
(人力で実施してもコスト削減余地あり)
特に有効である。

現地（輸出先国）パッキングとその効果
現地（輸出先国）パッキングが

効果的である条件

• オランダに施設があることから、国内生産さ
れたブドウのパッキングも実施可能である

• ただし、国産ブドウの生産量は、ワイン用・
生食用合わせて1480トン（2015）で
あり、輸入量の273,332トンと比べて非
常に少ないことから、国内用ブドウ向けの
パッキングの実施は限定的と考えられる。

(参考)輸入ブドウがない季節について



23©Accenture 2017. All Rights Reserved. 

Innofresh packing は、現地でのパッキング効率をさらに向上させるために、自動化
レーンを使用している。

調査対象企業② オランダにおける輸入ブドウのパッキング事例

パッキング自動化レーンの機能

• 現在はパイロット事業を実施中の段階である。パイロット事業を
通して、2016年12月時点で1時間当たり130のパッケージを
作成する設備を実現した。

• 自動化ライン上で、品質が基準を満たすかどうかの判定を素
早く実施する機能を実装した。

 重量センサ等が判定に用いられる。

 基準を満たさないものはパッキングしないよう判別す
る機能がある。

• セグメント別のラベリングが可能である。

 甘いぶどうや無種子ぶどう等の商品の特徴、その時点
での商品の品質、現地の消費者の需要の両方に基づ
いてパッキングをすることができる。

• パイロット事業を実施中であるが、手動パッキングに比べて約
15%のコスト削減効果が見込まれる見込みとなっている。

画像出所： budelpack社 ウェブサイト

出所：budelpack.社ウェブサイト(2016年12月更新分)、 http://www.packonline.nl 2017/02/15


